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(57)【要約】
　波長の異なる第１～第ｎ（ｎは２以上の整数）の光を
出力する１以上の発光手段と発光手段からの光が、紙葉
類に対して反射および／または透過した成分を受光する
受光手段とを有する紙幣識別センサ部（１１）と、発光
手段の発光制御を行う発光制御部（１５）と、受光手段
によって受光された光信号を用いて、紙葉類の識別を行
う紙幣判定処理部（１６）と、を備え、発光制御部（１
５）は、紙葉類から取得する情報に応じて第１～第ｎの
光の発光頻度が異なるように発光手段の発光制御を行う
。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　紙葉類から情報を取得し、該情報に基づいて前記紙葉類を識別する紙葉類識別装置にお
いて、
　波長の異なる第１～第ｎ（ｎは２以上の整数）の光を出力する１以上の発光手段と、
　前記発光手段の発光制御を行う発光制御手段と、
　前記発光手段からの光が、前記紙葉類に対して反射および／または透過した成分を受光
する受光手段と、
　前記受光手段によって受光された光信号を用いて、前記紙葉類の識別を行う紙葉類判定
処理手段と、
　を備え、
　前記発光制御手段は、前記紙葉類から取得する情報に応じて前記第１～第ｎの光の発光
頻度が異なるように前記発光手段の発光制御を行うことを特徴とする紙葉類識別装置。
【請求項２】
　前記発光手段は、出力する波長の光ごとにｎ個の発光手段から構成され、
　前記発光制御手段は、前記紙葉類から取得する情報に応じて発光頻度が異なるように前
記第１～第ｎの発光手段の発光制御を行うことを特徴とする請求項１に記載の紙葉類識別
装置。
【請求項３】
　前記発光手段は、発光素子を複数アレイ状に配列してなることを特徴とする請求項１ま
たは２に記載の紙葉類識別装置。
【請求項４】
　前記発光手段は、所定の波長の可視光線を出力する１以上の発光手段と、所定の波長の
非可視光線を出力する１以上の発光手段からなることを特徴とする請求項２に記載の紙葉
類識別装置。
【請求項５】
　前記発光手段は、
　所定の波長範囲のうちの任意の波長の光を複数切換えて出力することができる１以上の
所定範囲波長発光手段と、
　前記所定の波長範囲以外の所定の波長の光のみを出力する１以上の所定波長発光手段と
、
　から構成され、
　前記発光制御手段は、前記紙葉類から取得する情報に応じて、前記所定範囲波長発光手
段で出力可能な複数の波長の光と前記所定波長発光手段で出力される波長の光の発光頻度
が異なるように、前記所定範囲波長発光手段と前記所定波長発光手段との間の出力の切換
えと、前記所定範囲波長発光手段における複数の波長の光の切換えを含む発光制御を行う
ことを特徴とする請求項１に記載の紙葉類識別装置。
【請求項６】
　前記所定範囲波長発光手段は、可視光線の任意の波長を複数切換えて出力し、
　前記所定波長発光手段は、所定の波長の非可視光線を出力することを特徴とする請求項
５に記載の紙葉類識別装置。
【請求項７】
　前記第１の光は、所定の波長の可視光線であり、
　前記受光手段の１つは、前記発光手段で発光された前記第１の光が前記紙葉類で反射さ
れた反射光を受光する位置に配置され、
　前記発光制御手段は、前記第１の光の発光頻度がその他の光に比して高くなるように前
記発光手段の発光制御を行うことを特徴とする請求項１に記載の紙葉類識別装置。
【請求項８】
　ｎは３以上の整数であり、
　前記第１の光は、前記紙葉類の記番号を読取ることができる所定の波長の可視光線であ
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り、
　前記第２の光は、前記紙葉類に印刷されている前記記番号以外の情報を読取ることがで
きる前記第１の光の波長とは異なる波長の可視光線であり、
　前記受光手段のうち少なくとも１つは、前記発光手段で発光された前記第１と前記第２
の光が前記紙葉類で反射された反射光を受光する位置に配置され、
　前記発光制御手段は、前記第１と前記第２の光の発光頻度がその他の光に比して高くな
るように前記発光手段の発光制御を行うことを特徴とする請求項１に記載の紙葉類識別装
置。
【請求項９】
　前記第１の光は、非可視光線であり、
　前記発光制御手段は、前記第１の光の発光頻度がその他の光に比して高くなるように前
記発光手段の発光制御を行うことを特徴とする請求項１に記載の紙葉類識別装置。
【請求項１０】
　ｎは３以上であり、
　前記第１および前記第２の光は、非可視光線であり、
　前記発光制御手段は、前記第１と前記第２の光の発光頻度がその他の光に比して高くな
るように前記発光手段の発光制御を行うことを特徴とする請求項１に記載の紙葉類識別装
置。
【請求項１１】
　前記第１の光は、所定の波長の可視光線であり、
　前記受光手段の１つは、前記発光手段で発光された前記第１の光が前記紙葉類を透過し
た透過光を受光する位置に配置され、
　前記発光制御手段は、前記第１の光の発光頻度がその他の光に比して高くなるように前
記発光手段の発光制御を行うことを特徴とする請求項１に記載の紙葉類識別装置。
【請求項１２】
　前記紙葉類から取得する情報に応じて前記第１～第ｎの光の発光頻度が異なるように前
記発光手段の発光制御を行う発光制御プログラムが、前記取得する情報に応じて複数格納
される発光制御プログラム格納手段をさらに備え、
　前記発光制御手段は、前記発光制御プログラム格納手段内の前記複数の発光制御プログ
ラムから選択される発光制御プログラムに基づいて、前記発光手段の発光制御を行うこと
を特徴とする請求項１に記載の紙葉類識別装置。
【請求項１３】
　前記発光制御プログラムは、所定の基準にしたがって分類されて前記発光制御プログラ
ム格納手段に格納されることを特徴とする請求項１２に記載の紙葉類識別装置。
【請求項１４】
　前記発光制御プログラムは、前記紙葉類の国・地域別に分類されていることを特徴とす
る請求項１３に記載の紙葉類識別装置。
【請求項１５】
　前記発光制御プログラムは、さらに前記紙葉類の種類によって分類されていることを特
徴とする請求項１４に記載の紙葉類識別装置。
【請求項１６】
　紙葉類を受け入れる受入手段と、
　請求項１～１５にいずれか１つに記載の紙葉類識別装置からなる、前記受入手段によっ
て受け入れられた前記紙葉類を所定の基準に基づいて識別する紙葉類識別手段と、
　前記紙葉類識別手段による識別結果に基づいて、紙葉類を分類する紙葉類分類手段と、
　を備えることを特徴とする紙葉類処理装置。
【請求項１７】
　紙葉類を受け入れる受入手段と、
　請求項１～１５にいずれか１つに記載の紙葉類識別装置からなる、前記受入手段によっ
て受け入れられた前記紙葉類を所定の基準に基づいて識別する紙葉類識別手段と、
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　前記紙葉類識別手段による識別結果に基づいて、前記紙葉類を集計する集計手段と、
　を備えることを特徴とする紙葉類処理装置。
【請求項１８】
　紙葉類から情報を取得し、該情報に基づいて前記紙葉類を識別する紙葉類識別方法であ
って、
　前記紙葉類から取得する情報に応じて、波長の異なる第１～第ｎ（ｎは２以上の整数）
の光を出力する１以上の発光手段から、前記第１～第ｎの光の発光頻度が異なるように前
記発光手段の発光制御を行って、前記発光手段から光を出力させる発光工程と、
　前記発光手段からの光が、紙葉類に対して反射および／または透過した成分を受光する
受光工程と、
　前記受光工程によって受光された光信号を用いて、前記紙葉類の識別を行う紙葉類判定
処理工程と、
　を含むことを特徴とする紙葉類識別方法。
【請求項１９】
　前記発光手段は、出力する波長の光ごとにｎ個の発光手段から構成され、
　前記発光工程では、前記紙葉類から取得する情報に応じて発光頻度が異なるように前記
第１～第ｎの発光手段の発光制御を行うことを特徴とする請求項１８に記載の紙葉類識別
方法。
【請求項２０】
　前記発光手段は、所定の波長の可視光線を出力する１以上の発光手段と、所定の波長の
非可視光線を出力する１以上の発光手段からなることを特徴とする請求項１９に記載の紙
葉類識別方法。
【請求項２１】
　前記発光手段は、
　所定の波長範囲のうちの任意の波長の光を複数切換えて出力することができる１以上の
所定範囲波長発光手段と、
　前記所定の波長範囲以外の所定の波長の光のみを出力する１以上の所定波長発光手段と
、
　から構成され、
　前記発光工程では、前記紙葉類から取得する情報に応じて、前記所定範囲波長発光手段
で出力可能な複数の波長の光と前記所定波長発光手段で出力される波長の光の発光頻度が
異なるように、前記所定範囲波長発光手段と前記所定波長発光手段との間の出力の切換え
と、前記所定範囲波長発光手段における複数の波長の光の切換えを含む発光制御を行うこ
とを特徴とする請求項１８に記載の紙葉類識別方法。
【請求項２２】
　前記所定範囲波長発光手段は、可視光線の任意の波長を複数切換えて出力し、
　前記所定波長発光手段は、所定の波長の非可視光線を出力することを特徴とする請求項
２１に記載の紙葉類識別方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、紙幣や小切手、手形、商品券などの紙葉類を識別するための紙葉類識別装置
および紙葉類識別方法に関するものである。また、本発明は、紙葉類識別装置を備えた紙
葉類処理装置にも関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　紙幣などの紙葉類を取り扱う装置においては、投入される複数種類の紙幣を識別したり
、投入される紙幣の真偽を鑑別したりする紙葉類識別装置を内蔵する。この紙葉類識別装
置では、投入される紙葉類の画像を読み取る必要があり、そのための機構を有する。従来
のこのような紙葉類の画像を読み取る機構として、波長の異なる光を発する複数種類のＬ
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ＥＤ（Light  Emitting  Diode）のような発光体を設け、波長の異なる光を発する複数種
類のＬＥＤを単純に交互に点灯させて、点灯によって得られる反射画像または透過画像を
イメージセンサで読み取るものが提案されている（たとえば、特許文献１，２参照）。
【０００３】
　図１は、従来の紙葉類識別装置で読取られるラインデータの一例を示す図である。ここ
では、赤外線と可視光線の緑色の波長の光を発する発光体を用いて、それぞれについて反
射画像と透過画像を取得する場合の例を示している。この図に示されるように従来は、透
過赤外線→透過緑→反射赤外線→反射緑→２エリア未検出というサイクルの繰り返しで、
紙幣の読み取りを行っている。また、従来では、紙幣は０．２５ｍｍ／スキャンで搬送さ
れ、４つの異なる波長（反射、透過と２つの波長の組み合わせ）でスキャンを行い、２ス
キャン分の動作のない状態があるので、１つの波長当りの解像度は１６．９ｄｐｉ（＝１
×２５．４ｍｍ／（０．２５ｍｍ×６））となる。
【０００４】
【特許文献１】実開昭６４－７４６３号公報
【特許文献２】特開平９－２１２７０６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上述した従来の紙葉類識別装置の画像読取り機構においては、異なる波
長の複数の画像を得ることができるが、必ずしも目的に適した画像を得ることができない
という問題点があった。つまり、異なる波長の２種類の発光体を単純に交互に点灯させて
画像を読み取るだけであるので、図１に示されるように、同一の解像度の画像しか得られ
ない。そのため、紙葉類の識別には、低解像度の画像で十分なものと、より高解像度の画
像が必要なものがあるが、このような場合には高解像度の画像が必要な紙葉類の識別の精
度が落ちてしまうという問題点があった。また、照射する光の波長とタイミングを自在に
コントロールして種々の所望の画像を得ることができず、融通性に欠けるという問題点も
あった。
【０００６】
　そこで、本発明は、上述した従来技術による課題を解消するためになされたものであり
、複数の波長の光を照射して紙葉類の複数の画像を読み取って、その識別を行う紙葉類識
別装置と紙葉類識別方法において、目的に応じた画像を得ることができる紙葉類識別装置
および紙葉類処理装置並びに紙葉類識別方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するため、本発明にかかる紙葉類識別装置は、紙葉類から情報を取得し
、該情報に基づいて前記紙葉類を識別する紙葉類識別装置において、波長の異なる第１～
第ｎ（ｎは２以上の整数）の光を出力する１以上の発光手段と、前記発光手段の発光制御
を行う発光制御手段と、前記発光手段からの光が、前記紙葉類に対して反射および／また
は透過した成分を受光する受光手段と、前記受光手段によって受光された光信号を用いて
、前記紙葉類の識別を行う紙葉類判定処理手段と、を備え、前記発光制御手段は、前記紙
葉類から取得する情報に応じて前記第１～第ｎの光の発光頻度が異なるように前記発光手
段の発光制御を行うことを特徴とする。
【０００８】
　また、上記目的を達成するため、本発明にかかる紙葉類識別方法は、紙葉類から情報を
取得し、該情報に基づいて前記紙葉類を識別する紙葉類識別方法であって、前記紙葉類か
ら取得する情報に応じて、波長の異なる第１～第ｎ（ｎは２以上の整数）の光を出力する
１以上の発光手段から、前記第１～第ｎの光の発光頻度が異なるように前記発光手段の発
光制御を行って、前記発光手段から光を出力させる発光工程と、前記発光手段からの光が
、紙葉類に対して反射および／または透過した成分を受光する受光工程と、前記受光工程
によって受光された光信号を用いて、前記紙葉類の識別を行う紙葉類判定処理工程と、を
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含むことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、第１～第ｎの光の発光頻度が異なるように発光手段を発光制御させる
ようにしたので、紙葉類から取得したい情報についての解像度を、他の情報についての解
像度よりも高くすることができ、目的に応じた画像を取得することができる紙葉類識別装
置と紙葉類識別方法を得ることができるという効果を有する。また、取得する紙葉類の情
報に応じて融通性に優れた紙幣処理を行うことが可能な紙葉類識別装置と紙葉類識別方法
を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図１は、従来の紙葉類識別装置で読取られるラインデータの一例を示す図である
。
【図２】図２は、本実施例１にかかる紙葉類識別装置の機能構成を模式的に示すブロック
図である。
【図３】図３は、紙幣識別センサ部の構成を模式的に示す図である。
【図４】図４は、発光制御プログラムの一例を示す図である。
【図５－１】図５－１は、図４の発光制御プログラムを実行するタイミングチャートの一
例を示す図である。
【図５－２】図５－２は、図４の発光制御プログラムを実行するタイミングチャートの一
例を示す図である。
【図６－１】図６－１は、ラインデータの一部を模式的に示す図である。
【図６－２】図６－２は、ラインデータの一部を模式的に示す図である。
【図７】図７は、紙葉類識別方法の処理手順の一例を示すフローチャートである。
【図８－１】本実施例２にかかる紙葉類処理装置の概略構成を示す斜視図である。
【図８－２】図８－２の紙葉類処理装置の断面図である。
【図９－１】本実施例３にかかる紙葉類処理装置の概略構成を示す斜視図である。
【図９－２】図９－１の紙葉類処理装置の断面図である。
【図１０－１】本実施例３にかかる紙葉類処理装置の他の例を示す斜視図である。
【図１０－２】図１０－１の紙葉類処理装置の断面図である。
【図１１－１】本実施例４にかかる紙幣処理装置の概略構成を示す斜視図である。
【図１１－２】図１１－１の紙幣処理装置の断面図である。
【図１２】本実施例５にかかる紙葉類処理装置の概略構成を示す断面図である。
【符号の説明】
【００１１】
　１０　紙葉類識別装置
　１１　紙幣識別センサ部
　１２　紙幣搬送部
　１３　発光制御プログラム格納部
　１４　設定発光制御プログラム記憶部
　１５　発光制御部
　１６　紙幣判定処理部
　１７　表示部
　１８　操作部
　１９　通信Ｉ／Ｆ部
　２０　制御部
１１０　第１のラインセンサ
１１１，１２２　反射用光源
１１２，１２３　レンズ
１１３，１２４　受光部
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１１４，１２５　Ａ／Ｄ変換部
１１５，１２６　遮蔽部
１２０　第２のラインセンサ
１２１　透過用光源
４００，５００，６００，７００　紙葉類処理装置
４１０，５１０　紙幣受入部
４１１，５１１，６１１，７１１　搬送路
４１２，５１２，６１２，７１２　紙葉類識別部
４１３ａ～４１３ｃ，５１３　集積部
４１４，５１４　返却部
５１５，６１５，７１５　紙幣識別センサ
５１６　制御処理部
５１７　表示部
６１０　入金口
６１３ａ～６１３ｆ，７１３ａ～７１３ｃ　金種別収納放出部
６１４　出金口
６１６，７１７　一時保留部
６１７，７１４　リジェクトボックス
７１０　取引口
７１５　紙幣識別センサ
７１６　繰込部
７１８　一時集積部
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下に添付図面を参照して、本発明にかかる紙葉類識別装置および紙葉類処理装置並び
に紙葉類識別方法の好適な実施例を詳細に説明する。なお、以下の実施例では、本発明を
紙幣の識別に適用した場合を示すが、これらの実施例により本発明が限定されるものでは
なく、小切手や手形、商品券などの紙葉類全般に適用することができる。
【実施例１】
【００１３】
　図２は、本実施例１にかかる紙葉類識別装置の機能構成を模式的に示すブロック図であ
る。この紙葉類識別装置１０は、紙幣識別センサ部１１、紙幣搬送部１２、発光制御プロ
グラム格納部１３、設定発光制御プログラム記憶部１４、発光制御部１５、紙幣判定処理
部１６、表示部１７、操作部１８、通信インタフェース（以下、Ｉ／Ｆという）部１９、
および制御部２０を備える。
【００１４】
　紙幣識別センサ部１１は、当該紙葉類識別装置１０に投入された紙幣の金種や真偽、正
損、記番号等を確認するために、種々の手段を用いて投入された紙幣の情報を読取る。本
実施例１では、光学的に紙幣を読み取って判定を行う場合であるので、光学的な読取手段
以外の手段については、その図示と説明を省略している。また、以下の本実施例１では、
紙幣識別センサ部としてラインセンサを例に挙げて説明するが、ラインセンサに限られる
趣旨ではなく、一次元センサを用いる場合にも同様に本発明を適用することができる。
【００１５】
　図３は、紙幣識別センサ部の構成の一例を模式的に示す図である。この図３に示される
ように、紙幣識別センサ部１１は、投入された紙幣２００の一方の面の画像を赤外線、可
視光および紫外線の波長範囲内のいずれかの波長で読取る第１のラインセンサ１１０と、
投入された紙幣の他方の面の画像を赤外線、可視光および紫外線の波長範囲内のいずれか
の波長で読取る第２のラインセンサ１２０と、を備える。
【００１６】
　第１のラインセンサ１１０は、紙幣２００の一方の面に所定の波長の光（赤外線、可視
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光および紫外線の波長範囲から選択される１以上の波長の光）を照射する反射用光源１１
１と、反射用光源１１１から出射され、紙幣２００で反射された光、または後述する第２
のラインセンサ１２０の透過用光源１２１から出射され、紙幣２００を透過した光を集光
するレンズ１１２と、レンズ１１２によって集光された光を電気信号に変換する受光部１
１３と、受光部１１３で変換された電気信号を所定の大きさの信号に変換するＡ／Ｄ変換
部１１４と、受光部１１３で読み取り中に後述する第２のラインセンサ１２０の反射用光
源１２２からの光を遮断する遮蔽部１１５と、を備える。
【００１７】
　第２のラインセンサ１２０は、紙幣２００の他方の面から所定の波長の光を照射する透
過用光源１２１と、紙幣２００の他方の面に所定の波長の光を照射する反射用光源１２２
と、反射用光源１２２から出射され、紙幣２００で反射された光を集光するレンズ１２３
と、レンズ１２３によって集光された光を電気信号に変換する受光部１２４と、受光部１
２４で変換された電気信号を所定の大きさの信号に変換するＡ／Ｄ変換部１２５と、受光
部１２４で読み取り中に第１のラインセンサ１１０の反射用光源１１１からの光を遮断す
る遮蔽部１２６と、を備える。なお、第２のラインセンサ１２０の透過用光源１２１から
出射された光の一部は、第１のラインセンサ１１０のレンズ１１２を介して受光部１１３
で検出されるようにするため、透過用光源１２１は、第１のラインセンサ１１０のレンズ
１１２の光軸上に配置される。
【００１８】
　第１と第２のラインセンサ１１０，１２０において、反射用光源１１１，１２２は、所
定の波長の光を出射することが可能な異なる波長の光を出射する複数のＬＥＤなどの発光
素子、または異なる複数の波長の光を出射することが可能なＬＥＤなどの発光素子からな
り、たとえばＬＥＤを複数アレイ状に配列したＬＥＤアレイが用いられる。紙幣２００の
読取りに必要な光として、通常可視光線と赤外線と紫外線のうちのいずれかまたはこれら
の組み合わせが用いられるので、このＬＥＤとして、可視光の波長域で発光するものと、
赤外線の波長域で発光するもの、紫外線の波長域で発光するものが、取得する情報の種類
に応じて設けられる。なお、可視光線は、読取る紙幣２００の種類に応じて任意に波長を
変化させることができるように、たとえば、赤色、緑色、青色の光の三原色に対応する波
長をそれぞれ発光するＬＥＤを備えていることが望ましいが、使用される紙幣の種類に対
応させて特定の色（波長）の光のみを発光するＬＥＤ（たとえば、緑色、黄色や黄緑色な
どの光源）を備えるようにしてもよい。本実施例１では、反射用光源１１１，１２２とし
て、可視光線の任意の波長の光を発光することが可能な赤色、緑色、青色のＬＥＤを備え
た可視光線用光源と、赤外線を発光するＬＥＤからなる赤外線用光源と、を備えている場
合を例に挙げて説明する。また、第２のラインセンサ１２０における透過用光源１２１も
同様である。ここで、請求の範囲における非可視光線は、可視光線以外の光であり、赤外
線や紫外線を含むものである。また、この明細書において、可視光とは、赤外線と紫外線
との間に挟まれる波長域の光を意味し、可視光線とは、検査対象（紙葉類）を所定の目的
で調べるために、検査対象に対して照射される可視光中の所定の波長の光（光線）を意味
するものとする。
【００１９】
　発光制御プログラム格納部１３は、第１のラインセンサ１１０における反射用光源１１
１と第２のラインセンサ１２０における透過用光源１２１と反射用光源１２２で発光させ
る色（波長）とタイミングを設定した発光制御プログラムを格納する。この発光制御プロ
グラム格納部１３には、認識する情報や紙幣の特徴情報、紙幣の正損の判別の情報、金種
の判別の情報などに応じて、予め紙幣のタイプや金種、または国や地域ごとに作成された
複数の発光制御プログラムが格納される。なお、この明細書で、紙幣のタイプとは、国や
地域による紙幣の違いをいい、金種とは、１つの国や地域における紙幣の種類（たとえば
、日本における１万円札、５千円札、２千円札、千円札の違い）をいうものとする。また
、これらの紙幣のタイプと金種を合わせて、紙幣の種類という。
【００２０】
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　設定発光制御プログラム記憶部１４は、発光制御プログラム格納部１３中に格納された
複数の発光制御プログラムのうち実際に実行される発光制御プログラムを記憶する。なお
、発光制御プログラム格納部１３と設定発光制御プログラム記憶部１４は、１つにまとめ
て構成してもよい。
【００２１】
　発光制御部１５は、設定発光制御プログラム記憶部１４に記憶された発光制御プログラ
ムに基づいて、第１のラインセンサ１１０の反射用光源１１１と第２のラインセンサ１２
０の透過用光源１２１と反射用光源１２２の点灯を制御する。
【００２２】
　紙幣判定処理部１６は、当該紙葉類識別装置１０の設置場所やその目的に応じて、紙幣
識別センサ部１１で読取られた反射画像と透過画像を含む紙幣読取情報に基づいて、その
紙幣についての金種や真偽、正損などについての判定を行う。この紙幣判定処理部１６は
、たとえば読込む紙幣のタイプ（日本円、米ドル、ユーロなど）ごとに、金種や真偽、正
損などを判定するための紙幣判定情報を保持し、紙幣識別センサ部１１で読取った紙幣の
反射画像や透過画像を含む紙幣読取情報と比較することで、金種や真偽、正損などについ
ての判定を行う。
【００２３】
　表示部１７は、発光制御プログラムを設定する場合の設定画面を表示プログラムに基づ
いて表示する機能を有し、液晶ディスプレイなどの表示装置によって構成される。なお、
通常時においては、紙葉類識別装置１０のオペレータに操作情報や紙幣処理枚数や合計金
額を含む処理情報、装置の状態などの種々の情報を表示している。
【００２４】
　操作部１８は、発光制御プログラムを紙葉類識別装置１０に設定する手段であり、ボタ
ンやカーソルなどからなる。具体的には、表示部１７に表示された発光制御プログラムの
設定画面に基づいて、発光制御プログラム格納部１３中に複数存在する発光制御プログラ
ムから当該紙葉類識別装置１０の管理者または設置者によって発光制御プログラムが選択
されると、その発光制御プログラムを設定発光制御プログラム記憶部１４に記憶する。こ
の発光制御プログラムの選択において、国や金種、紙幣を識別する識別項目などを選択す
ると、この選択に応じた発光制御プログラムが選択されるように、設定画面を構成するこ
とも可能である。なお、通常時は、紙葉類識別装置１０の処理や動作制御のための処理（
処理スタート、計数や紙幣の正損振分などの各種モード選択）を行う場合に使用される。
【００２５】
　通信Ｉ／Ｆ部１９は、パーソナルコンピュータなどの情報処理端末と接続するためのイ
ンタフェースである。情報処理端末と接続し、情報処理端末で作成した発光制御プログラ
ムを発光制御プログラム格納部１３に格納する場合などに使用される。制御部２０は、こ
れらの各処理部を制御する。また、制御部２０は、このほかに、国や金種、識別項目を選
択した際にその選択内容に応じた処理を行う機能を有していてもよい。
【００２６】
　本実施例１では、目的に応じて複数の発光体を変則的に点灯制御させる発光制御プログ
ラムを任意に作成し、設定することができるものであるので、ここで、発光制御プログラ
ムについて説明する。以下では、まず、使用する光の種類と判定可能な項目について説明
した後、紙幣の判定の目的によって発光頻度を変化させる場合の例と、実際の発光制御プ
ログラムの一例について説明する。
【００２７】
　反射可視光線は、金種の判別に向いている。また、記番号の確認や正損のうちの落書き
の判定も可能である。しかし、真偽の判定と正損のうちの汚れやしわなどの判定には向い
ていない。透過可視光線は、光量変化による厚みの違いを検出することによって、偽札で
あるかの紙幣の真偽や、厚み異常の正損を判定することが可能である。しかし、金種や記
番号の判定には向いていない。
【００２８】
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　反射赤外線は、紙幣の種類に応じた特徴情報を取得するための紙幣の真偽の判別に特に
向いている。また、そのほかの金種や正損、記番号の判定を行うことも可能である。透過
赤外線も紙幣の真偽の判定に特に向いており、そのほかに汚れによる紙幣の正損の判定も
可能である。しかし、金種や記番号の判定には向いていない。
【００２９】
　また、反射紫外線と透過紫外線も、赤外線と同様に、紙幣の種類に応じた特徴情報を取
得するための紙幣の真偽の判別に向いている。
【００３０】
　なお、以上は、それぞれの光を単体で用いて判定を行う場合を示したが、このほかにも
反射可視光線と反射赤外線の光量の比率で正損を判定する場合などもあり、上記の各光に
よる測定結果を組み合わせて判定を行うことも可能である。
【００３１】
　また、上述した可視光線は、可視光線全体の波長を含む光（白色光）を照射した場合で
はなく、可視光の中の特定の波長の光を使用した場合の特徴を総合してまとめたものであ
る。可視光は、波長によって赤色～紫色に変化し、その中のどの波長を使用するかは、識
別する紙幣の色によって決められる。ただし、白色光を用い、光学フィルタを使用するこ
とで同様の機能を有するように構成することもできる。
【００３２】
　たとえば、反射緑色光線は、一般的に各国の紙幣に対して共通に使用することが可能で
ある。また、反射赤色光線は、緑色が印刷された米ドルなどの紙幣には強く、反射黄色光
線は、２００ユーロなどの白とベージュなどの濃淡色の紙幣には弱い。
【００３３】
　透過可視光線は、上述したように、光量変化を検出し、紙幣の厚さの異常を検出する。
紙幣の厚さ異常としては、たとえば、偽札の場合や、紙幣が複数枚重なってしまっている
場合などを挙げることができる。
【００３４】
　反射赤外線は、紙幣に付着した汚れに関係なく、特徴を検出することができる。たとえ
ば、紙幣に赤外線吸収インクが塗布されている場合には、その赤外線吸収インクによる真
偽判定を行うことが可能である。また、透過赤外線は、紙幣に埋め込まれたすかしによる
真偽判定を行うことが可能である。
【００３５】
　反射紫外線と透過紫外線は、紙幣にセキュリティのために埋め込まれた蛍光物質などを
検出することによって、真偽判定を行うことが可能である。
【００３６】
　このように、使用する光の種類によって、金種、真偽、正損、記番号などのうちどの判
定が得意かが異なる。たとえば、金種を主に判定したい場合や記番号の確認を行いたい場
合には、反射可視光線による画像が高解像度となる紙幣の読取りを行う発光制御プログラ
ムが用意され、高解像度の反射画像を得るためには、反射可視光線によるスキャンの割合
を他の光のスキャンに比して多くした発光制御プログラムが用意される。ただし、可視光
線として緑色光は一般的に広く使用することができるが、紙幣に使用されるインクの色な
ど、場合によって赤色光を使用してもよい。そして、これらの金種、真偽、正損、記番号
のどの判定をメインに行うかによって作成された複数の発光制御プログラムを予め発光制
御プログラム格納部１３に格納しておき、複数の発光制御プログラムの中からメインに実
行したい処理を行う発光制御プログラムを操作部１８を介して選択すればよい。
【００３７】
　また、紙幣によっては、紙幣の印刷色と記番号の色とが異なるものが存在するので、紙
幣の印刷色と記番号の色の組み合わせによっても、発光素子から発光させる光の波長とそ
の発光頻度を変えた発光制御プログラムを作成することができる。
【００３８】
　さらに、汚れた紙幣が多い場所で紙葉類識別装置１０が使用される場合には、汚れの影
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響を受けにくい反射赤外線や透過赤外線の発光頻度を高めた発光制御プログラムを作成す
ることができる。
【００３９】
　また、真偽を主に判定したい場合には、反射赤外線や透過赤外線、反射紫外線、透過紫
外線による画像が高解像度となる紙幣の読み取りを行うように発光制御プログラムが作成
される。
【００４０】
　このような取得したい情報に応じて作成された発光制御プログラムは、発光制御プログ
ラム格納部１３にまとめて格納される。この場合、各発光制御プログラムを、国・地域や
金種に対応付けて格納するとよい。また、国・地域の対応付けのほかにまたはこれに加え
て、発光制御プログラムを使用目的や得たい情報に対応付けて格納することもできる。こ
のように発光制御プログラムを国・地域や使用目的、得たい情報に対応付けて格納するこ
とによって、多数存在する発光制御プログラムの中から紙葉類識別装置１０が使用される
国・地域に応じた発光制御プログラムや使用目的、得たい情報に応じた発光制御プログラ
ムを抽出し、操作部１８による設定発光制御プログラム記憶部１４への設定作業を容易に
することができる。
【００４１】
　図４は、発光制御プログラムによる制御イメージの一例を示す図である。この発光制御
プログラムは、金種と記番号を識別することをメインにした紙葉類識別装置１０で使用さ
れるものである。そのため、発光制御プログラムは、透過赤外→反射緑→透過緑→反射緑
→反射赤外→反射緑という順番で、変則的に第１のラインセンサ１１０の反射用光源１１
１と第２のラインセンサ１２０の透過用光源１２１と反射用光源１２２を点灯するように
している。つまり、１つのサイクル中で反射緑を３回点灯させることによって、反射緑に
関する解像度を上げている。これによって、金種または記番号の識別をより正確に行うこ
とが可能となる。
【００４２】
　図５－１は、図４の発光制御を実行するための第１のラインセンサの反射用光源と第２
のラインセンサの透過用光源の発光制御を示すタイミングチャートの一例を示す図であり
、図５－２は、図４の発光制御を実行するための第２のラインセンサの反射用光源の発光
制御を示すタイミングチャートの一例を示す図である。図５－１では、読取周期が５０μ
ｓであり、搬送速度が２，０００ｍｍ／ｓである場合の反射赤外線、透過赤外線、反射緑
色光および透過緑色光の４波長変速交番方式で第１のラインセンサ１１０の反射用光源１
１１と第２のラインセンサ１２０の透過用光源１２１を点灯制御させたタイミングチャー
トを示している。また、図５－２では、読取周期が５０μｓであり、搬送速度が２，００
０ｍｍ／ｓである場合の反射赤外線と反射緑色光の２波長変速交番方式で第２のラインセ
ンサ１２０の反射用光源１２２を点灯制御させたタイミングチャートを示している。これ
らの図５－１と図５－２に示されるように、第１のラインセンサ１１０の反射用光源１１
１と第２のラインセンサ１２０の透過用光源１２１と反射用光源１２２の発光が制御され
て、それぞれの光（波長）に対応する反射光または透過光が受光部１１３，１２４によっ
て検知されて、データが得られる。なお、ここでは、低解像度の画像でよい透過赤外線、
透過緑および反射赤外線用のそれぞれの光源はクロック信号（ＭＣＬＫ）の立ち上がり時
に点灯するようにし、高解像度の画像を必要とする反射緑用の光源についてはスタート信
号中の７５μｓのスタート信号の始まりの部分で点灯するようにしている。
【００４３】
　図６－１は、図４の発光制御に基づいてスキャンした結果得られた第１の面（第１のラ
インセンサ側の面）のラインデータの一部を模式的に示す図であり、図６－２は、図４の
発光制御に基づいてスキャンした結果得られた第２の面（第２のラインセンサ側の面）の
ラインデータの一部を模式的に示す図である。なお、ここでは、紙幣は各波長当り０．１
２５ｍｍ／スキャンの速度で搬送されるものとする。
【００４４】
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　図６－１の第１の面側のラインデータにおいて、最も上の第１列は、第２のラインセン
サ１２０の透過用光源１２１から出射され、紙幣２００を透過してきた赤外線を第１のラ
インセンサ１１０の受光部１１３で受光したラインデータである。また、第２，４，６列
は、第１のラインセンサ１１０の反射用光源１１１から出射され、紙幣２００で反射され
た緑色光を受光部１１３で受光したラインデータである。第３列は、第２のラインセンサ
１２０の透過用光源１２１から出射され、紙幣２００を透過してきた緑色光を第１のライ
ンセンサ１１０の受光部１１３で受光したラインデータである。第５列は、第１のライン
センサ１１０の反射用光源１１１から出射され、紙幣２００で反射された赤外線を受光部
で受光したラインデータである。なお、第７列以降は、上記の第１～第６列の繰り返しで
ある。
【００４５】
　図６－２の第２の面側のラインデータにおいても、図６－１と同様であるが、第２の面
側では透過光を検出するための光源が、第１のラインセンサ１１０側に設けられていない
ので、その部分に対応する第１，３列が未検出となる。
【００４６】
　これらの図６－１と図６－２に示される例の場合の解像度は２０３．２ｄｐｉ（＝２５
．４ｍｍ×６／０．７５ｍｍ）であり、透過赤外線や透過緑、反射赤外線の解像度は、２
０３．２ｄｐｉ×１／６＝３３．９ｄｐｉとなるが、反射緑に関する解像度は、２０３．
２ｄｐｉ×３／６＝１０１．６ｄｐｉとなる。これによって、反射緑について、他の波長
の光に比して３倍の解像度を有する画像を得ることが可能となる。
【００４７】
　つぎに、このような紙葉類識別装置１０の動作について説明する。図７は、紙葉類識別
方法の処理手順の一例を示すフローチャートである。紙葉類識別装置１０に紙幣が投入さ
れると（ステップＳ１１）、紙幣搬送部１２によって所定の速度で第１と第２のラインセ
ンサ１１０，１２０が設置される通路上を紙幣が搬送される。ついで、紙幣識別センサ部
１１は、搬送されてくる紙幣の読取処理を行う（ステップＳ１２）。このとき、発光制御
部１５は、設定発光制御プログラム記憶部１４に記憶された発光制御プログラムに基づい
て、紙幣識別センサ部１１内の反射用光源１１１，１２２と透過用光源１２１の発光タイ
ミングの制御を行う。この反射用光源１１１，１２２と透過用光源１２１の発光タイミン
グの制御は、たとえば図５－１と図５－２に示したようなタイミングで行われる。また、
受光部１１３，１２４で受光された信号は、Ａ／Ｄ変換されて、紙幣判定処理部１６に出
力される。
【００４８】
　ついで、受光部が検出した光の種類に応じた画像（反射画像および／または透過画像）
を作成する（ステップＳ１３）。その後、紙幣判定処理部１６は、取得した画像から紙幣
の金種判別処理を行う（ステップＳ１４）。なお、ここでは、紙幣の方向も判定する。紙
幣判定処理部１６は、図示しない紙幣判定情報に基づいて紙幣の金種を判定する。
【００４９】
　ついで、紙幣判定処理部１６は、画像から記番号の切取処理を行い、紙幣判定情報中の
偽券の記番号と比較を行う記番号判定処理を行う（ステップＳ１５）。この記番号判定処
理には、一般的に可視光線を照射したときに得られる反射画像が用いられる。以上により
、紙葉類識別方法の処理が終了する。
【００５０】
　なお、上述したフローチャートでは、記番号判定処理を取り上げて説明したが、真偽判
別や正損判別などについても同様であり、本発明により各判別に適した画像を取得し、こ
の画像を用いて判別を行うことができる。
【００５１】
　この紙葉類識別装置１０で実行される発光制御プログラムは、上述したように発光制御
プログラム格納部１３に予め登録された複数の発光制御プログラムの中から１つの発光制
御プログラムを選択するようにしてもよいし、発光制御プログラム設定部または通信Ｉ／
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Ｆ部１９を介して接続された情報処理端末を用いて、設置場所や目的に応じた発光制御プ
ログラムを作成して発光制御プログラム格納部１３に格納し、設定発光制御プログラム記
憶部１４に記憶させて発光制御部１５にこの発光制御プログラムを実行させるようにして
もよい。
【００５２】
　たとえば、発光制御プログラムを作成する機能を備える構成にする場合には、操作部１
８は、管理者または設置者が当該紙葉類識別装置１０の設置場所（国）や金種、識別項目
などに応じて点灯制御を実行させるための発光制御プログラムを作成する機能も有するこ
とになる。この場合には、表示部１７に表示された発光制御プログラムの作成画面に基づ
いて、発光制御プログラムを作成し、作成された発光制御プログラムを発光制御プログラ
ム記憶部に記憶する。
【００５３】
　また、上述した説明では、紙幣の両側の面に第１と第２のラインセンサ１１０，１２０
を配置しているが、いずれか一方のみにラインセンサを配置した構成であってもよい。ま
た、上述した説明では、第２のラインセンサ１２０側に透過用光源１２１を設けているが
、この透過用光源１２１を設けなくてもよいし、第１のラインセンサ１１０内の第２のラ
インセンサ１２０のレンズ１２３の光軸上に位置するように透過用光源を設けるようにし
てもよい。
【００５４】
　さらに、上述した説明では、第１と第２のラインセンサ１１０，１２０に、可視光線用
光源と赤外線用光源の２つを備えた場合を例に挙げて説明したが、可視光線用光源と紫外
線用光源の２つを備えたものや、可視光線用光源、赤外線用光源および紫外線用光源の３
つの光源を備えたものなど他の構成であってもよい。
【００５５】
　また、ラインセンサの光源として、任意の波長の可視光線を出力することができる可視
光線用光源と、赤外線用光源および／または紫外線用光源とが配置され、さらに可視光線
用光源から複数の波長の光を切換えて発光させるとともに、赤外線用光源および／または
紫外線用光源からも光を発光させる発光制御プログラムを用いる場合には、発光制御部１
５は、発光プログラムに基づいて、可視光線用光源と、赤外線用光源および／または紫外
線用光源との間の切換えのほかに、可視光線用光源において出力する波長の光の間の切換
えも行う。
【００５６】
　本実施例１によれば、紙葉類識別において何を重要視して識別を行うかに応じて紙幣識
別センサ部１１における反射用光源１１１，１２２と透過用光源１２１の発光頻度を異な
らせた発光制御プログラムに基づいて、紙幣の反射画像と透過画像を読取るようにしたの
で、重要視した項目について高解像度の画像を取得することができ、より精密な紙葉類の
識別を行うことができるという効果を有する。また、発光制御プログラムを目的に応じて
変更することが可能となるため、融通性に優れた紙幣処理をすることができるという効果
も有する。
【実施例２】
【００５７】
　本実施例２では、実施例１で示した紙葉類識別装置を紙葉類識別部として備える紙葉類
処理装置について説明する。図８－１～図８－２は、本実施例２にかかる紙葉類処理装置
の一例を示す図であり、図８－１は、紙葉類処理装置の概略構成を示す斜視図であり、図
８－２は、図８－１の紙葉類処理装置の断面図である。この紙葉類処理装置は、紙幣の預
け入れや払い戻しを行う装置であり、銀行や郵便局などの金融機関、その他様々な所に設
置される。
【００５８】
　図８－１と図８－２に示されるように、紙葉類処理装置４００は、使用者によって載置
された紙幣を受け入れる紙幣受入部４１０と、紙幣受入部４１０に載置された紙幣を搬送
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する搬送路４１１と、実施例１で説明した紙幣の金種判別や記番号判定などの識別処理を
行う紙葉類識別装置からなる紙葉類識別部４１２と、紙葉類識別部４１２で識別した紙幣
をたとえば金種ごとに集積する集積部４１３ａ～４１３ｃと、受け入れた紙幣のうち識別
不能なものや偽券と識別されたものを返却する返却部４１４と、を備える。
【００５９】
　紙幣受入部４１０で受け入れられた紙幣は、搬送路４１１に１枚ずつ繰り出されて搬送
され、紙葉類識別部４１２を通過する。紙葉類識別部４１２は、実施例１で説明した紙葉
類識別装置１０と同様の機能を有する。つまり、目的に応じて複数の発光体を変則的に点
灯制御させて、複数の発光体に対応する情報を取得して、その情報から金種判別や記番号
判定などの識別処理を実行する。なお、ここでは、紙幣を３種類の金種に振り分ける場合
を例に挙げる。
【００６０】
　紙葉類識別部４１２において金種判別や真偽判定などの識別処理が行われた紙幣は、そ
の識別結果に基づいて、搬送路４１１を経て集積部４１３ａ～４１３ｃに搬送され、収納
される。たとえば、集積部４１３ａには金種Ａの紙幣が収納され、集積部４１３ｂには金
種Ｂの紙幣が搬送され、集積部４１３ｃには金種Ｃの紙幣が搬送される。また、紙葉類識
別部４１２での識別処理の結果、集積部４１３に収納せずに返却する紙幣は、搬送路４１
１を経て返却部４１４へ搬送される。
【実施例３】
【００６１】
　本実施例３でも、実施例１で示した紙葉類識別装置を紙葉類識別部として備える紙葉類
処理装置について説明する。図９－１～図９－２は、本実施例３にかかる紙葉類処理装置
の一例を示す図であり、図９－１は、紙葉類処理装置の概略構成を示す斜視図であり、図
９－２は、図９－１の紙葉類処理装置の断面図である。この紙葉類処理装置は、紙幣の計
数や識別を行う装置である。
【００６２】
　図９－１と図９－２に示されるように、紙葉類処理装置５００は、使用者によって載置
された紙幣を受け入れる紙幣受入部５１０と、紙幣受入部５１０に載置された紙幣を搬送
する搬送路５１１と、実施例１で説明した紙幣の金種判別や記番号判定などの識別処理を
行う紙葉類識別装置からなる紙葉類識別部５１２と、紙葉類識別部５１２で識別した紙幣
を集積する集積部５１３と、受け入れた紙幣のうち識別不能なものや偽券と判定されたも
のを分離して集積する返却部５１４と、を備える。また、紙葉類識別部５１２には、実施
例１で説明したように、紙幣の光学的な情報を読取るラインセンサや紫外線センサ、紙幣
の磁気的な情報を読取る磁気センサなどの紙幣識別センサ５１５が含まれる。
【００６３】
　紙幣受入部５１０で受け入れられた紙幣は、搬送路５１１に１枚ずつ繰り出されて搬送
され、紙葉類識別部５１２を通過する。紙葉類識別部５１２は、実施例１で説明した紙葉
類識別装置１０と同様の機能を有する。つまり、目的に応じて複数の発光体を変則的に点
灯制御させて、複数の発光体に対応する情報を取得して、その情報から金種判別や記番号
判定などの識別処理を実行する。
【００６４】
　紙葉類識別部５１２は、複数の紙幣識別センサ５１５によって検出した紙幣の紙幣読取
情報に基づいて紙幣の金種判別や真偽判定、正損判定などの識別を行う。たとえば、紙葉
類識別部５１２は、金種を判定した紙幣の真偽を識別して、真券と偽券とに分類すること
もできる。
【００６５】
　紙葉類識別部５１２において真偽の識別処理の判定が行われた紙幣は、その判定結果に
基づいて、搬送路５１１を経て集積部５１３または返却部５１４に搬送される。具体的に
は、真券であると判定された紙幣については、搬送路５１１を介して集積部５１３へと搬
送される。また、偽券であると判定された紙幣については、搬送路５１１を介して返却部
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５１４へとリジェクト券として搬送される。なお、これは一例であり、正損判定を行い、
損券と判定された紙幣をリジェクト券として返却部５１４に搬送してもよい。
【００６６】
　上述した図９－１～図９－２に示した紙葉類処理装置は、１つの紙幣受入部５１０と２
つの集積部（集積部５１３と返却部５１４）とを有しているが、実施例１の紙葉類識別装
置はこのような紙葉類処理装置についてのみ適用されるものではなく、他の紙葉類処理装
置についても適用することができる。以下に、１つの紙幣受入部と１つの集積部を有する
紙葉類処理装置に、実施例１の紙葉類識別装置を適用した場合を説明する。
【００６７】
　図１０－１～図１０－２は、本実施例３にかかる紙葉類処理装置の他の例を示す図であ
り、図１０－１は、紙葉類処理装置の概略構成を示す斜視図であり、図１０－２は、図１
０－１の紙葉類処理装置の断面図である。この紙葉類処理装置５００は、図９－１～図９
－２に示される紙葉類処理装置５００において、返却部５１４を備えず、紙葉類識別部５
１２を通過した紙幣の金種識別やその枚数を計数する制御処理部５１６と、制御処理部５
１６による処理結果などを表示する表示部５１７と、を備える構成となっている。なお、
図９－１～図９－２と同一の構成要素には同一の符号を付してその説明を省略している。
【００６８】
　紙幣受入部５１０で受け入れられた紙幣は、搬送路５１１に１枚ずつ繰り出されて搬送
され、紙葉類識別部５１２を通過する。この紙葉類識別部５１２は、実施例１で説明した
紙葉類識別装置１０と同様の機能を有する。つまり、目的に応じて複数の発光体を変則的
に点灯制御させて、複数の発光体に対応する情報を取得して、その情報から金種判別や記
番号判定などの識別処理を実行する。なお、ここでは、紙幣の金種判別を行う場合を例に
挙げる。
【００６９】
　紙葉類識別部５１２は、複数の紙幣識別センサによって検出した紙幣の紙幣読取情報に
基づいて紙幣の金種の判別を行う。紙葉類識別部５１２は、金種を判定するとその結果を
制御処理部５１６へと送り、制御処理部５１６では、金種ごとに紙葉類識別部５１２を通
過した紙幣の枚数を計数する。紙葉類識別部５１２で金種の判別処理が行われた紙幣は、
搬送路５１１を経て集積部５１３へと搬送される。
【００７０】
　紙幣受入部５１０に載置されたすべての紙幣について金種の判別処理が実行されると、
制御処理部５１６は、記憶した金種ごとの紙幣の枚数を用いて、載置された紙幣の合計金
額を算出し、その結果を表示部５１７に表示する。なお、制御処理部５１６は、計数した
結果を、合計金額や金種ごとの枚数など任意の形式で表示部５１７に表示させることがで
きる。
【実施例４】
【００７１】
　本実施例４でも、実施例１で示した紙葉類識別装置を紙葉類識別部として備える紙葉類
処理装置について説明する。図１１－１～図１１－２は、本実施例４にかかる紙幣処理装
置の一例を示す図であり、図１１－１は、紙幣処理装置の概略構成を示す斜視図であり、
図１１－２は、図１１－１の紙幣処理装置の断面図である。この紙葉類処理装置は、紙幣
の入金や出金を行う装置であり、主として銀行や郵便局などの金融機関に設置される。
【００７２】
　図１１－１と図１１－２に示されるように、紙葉類処理装置６００は、循環式紙幣入出
金機であり、使用者によって投入される紙幣を受け入れる入金口６１０と、入金口６１０
に入金された紙幣を搬送する搬送路６１１と、実施例１で説明した紙幣の金種判別や記番
号判定などの識別処理を行う紙葉類識別装置からなる紙葉類識別部６１２と、紙葉類識別
部６１２によって識別された紙幣を金種別に集積して収納する金種別収納放出部６１３ａ
～６１３ｆと、使用者からの要求金額に対応した紙幣を金種別収納放出部６１３ａ～６１
３ｆから取得して出金する出金口６１４と、入金口６１に入金された紙幣のうち紙葉類識
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別部６１２で真券と判別された紙幣を一時的に保留する一時保留部６１６と、金種別収納
放出部６１３ａ～６１３ｆから出金した紙幣のうち識別不能なものや偽券と識別されたも
のを収納するリジェクトボックス６１７と、を備える。また、紙葉類識別部６１２には、
実施例１で説明したように、紙幣の光学的な情報を読取るラインセンサや紫外線センサ、
紙幣の磁気的な情報を読取る磁気センサなどの紙幣識別センサ６１５が含まれる。
【００７３】
　このような紙葉類処理装置６００における紙幣の入金処理の概要について説明する。入
金口６１０で受け入れられた紙幣は、搬送路６１１に１枚ずつ繰り出されて搬送され、紙
葉類識別部６１２を通過する。紙葉類識別部６１２は、実施例１で説明した紙葉類識別装
置１０と同様の機能を有する。つまり、目的に応じて複数の発光体を変則的に点灯制御さ
せて、複数の発光体に対応する紙幣に関する情報を取得して、その情報から金種判別や記
番号判定、真偽判別、正損判別などの識別処理を実行する。
【００７４】
　紙葉類識別部６１２で真券と識別された入金紙幣は、搬送路６１１を経て一時保留部６
１６に繰り込まれて一時保留される。一方、紙葉類識別部６１２で偽券または識別不能と
識別された入金紙幣は、搬送路６１１を経て出金口６１４へと送られ、その紙幣を使用者
に返却する。
【００７５】
　入金口６１０に投入されたすべての入金紙幣の一時保留部６１６への一時保留処理また
は出金口６１４への搬送処理が完了し、入金を承認する指示などがあると、一時保留部６
１６に一時保留された紙幣の金種別収納放出部６１３ａ～６１３ｆへの収納処理が開始さ
れる。一時保留部６１６に保留された収納紙幣は、搬送路６１１へと１枚ずつ繰り出され
て搬送され、紙葉類識別部６１２を通過する。紙葉類識別部６１２は、金種の識別処理を
行う。これによって、識別された紙幣は、その金種の識別結果に基づいて、識別した収納
紙幣を金種別収納放出部６１３ａ～６１３ｆへと搬送され、収納される。なお、一時保留
部６１６の紙幣を自動的に金種別収納放出部６１３へ金種別に収納してもよい。
【００７６】
　つぎに、このような紙葉類処理装置６００における紙幣の出金処理の概要について説明
する。使用者から出金の要求を受けると、要求された金種の紙幣が対応する金種別収納放
出部６１３ａ～６１３ｆから搬送路６１１に１枚ずつ繰り出されて搬送され、紙葉類識別
部６１２を通過する。紙葉類識別部６１２は、複数の紙幣識別センサ６１５によって検出
された紙幣の紙幣読取情報に基づいて紙幣の金種などの判別を行う。
【００７７】
　識別された紙幣は、搬送路６１１を経て出金口６１４へと搬送される。また、紙葉類識
別部６１２で識別不能などと判断された紙幣は、搬送路６１１を経てリジェクトボックス
６１７に繰り込まれて収納される。そして、出金額に対応した出金紙幣が出金口６１４に
集積されると、その出金紙幣が使用者へと渡される状態になり、出金処理が終了する。
【実施例５】
【００７８】
　本実施例５でも、実施例１で示した紙葉類識別装置を紙葉類識別部として備える紙葉類
処理装置について説明する。図１２は、本実施例５にかかる紙葉類処理装置の概略構成を
示す断面図である。この紙葉類処理装置は、紙幣の預け入れや払い戻しを行う装置であり
、主として銀行や郵便局などの金融機関に設置される。
【００７９】
　図１２に示されるように、紙葉類処理装置７００は、使用者との間で紙幣の入出金を行
う取引口７１０と、取引口７１０と各処理部との間で紙幣を搬送する搬送路７１１と、実
施例１で説明した紙幣の金種判別や記番号判定などの識別処理を行う紙葉類識別装置から
なる紙葉類識別部７１２と、紙葉類識別部７１２によって識別された紙幣を金種別に集積
して収納する金種別収納放出部７１３ａ～７１３ｃと、紙葉類識別部７１２によってたと
えば真偽不明券や汚損紙幣などの出金紙幣として利用できない紙幣を保管するリジェクト
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ボックス７１４と、取引口７１０に入金された紙幣を搬送路７１１に対して１枚ずつ繰り
込む繰込部７１６と、取引口７１０に入金された紙幣のうち紙葉類識別部７１２で真券と
判別された紙幣を一時的に保留する一時保留部７１７と、金種別収納放出部７１３ａ～７
１３ｃから取り出され、取引口７１０から出金される紙幣を出金前に一時的に集積する一
時集積部７１８と、を備える。また、紙葉類識別部７１２には、実施例１で説明したよう
に、紙幣の光学的な情報を読取るラインセンサや紫外線センサ、紙幣の磁気的な情報を読
取る磁気センサなどの紙幣識別センサ７１５が含まれる。
【００８０】
　このような紙葉類処理装置７００における紙幣の入金処理の概要について説明する。取
引口７１０で受け入れられた紙幣は、繰込部７１６によって１枚ずつ搬送路７１１に繰り
出され、紙葉類識別部７１２を通過する。紙葉類識別部７１２は、実施例１で説明した紙
葉類識別装置１０と同様の機能を有する。つまり、目的に応じて複数の発光体を変則的に
点灯制御させて、複数の発光体に対応する紙幣に関する情報を取得して、その情報から金
種判別や記番号判定、真偽判別、正損判別などの処理を実行する。
【００８１】
　紙葉類識別部７１２で真券と識別された入金紙幣は、搬送路７１１を経て一時保留部７
１７に繰込まれて一時保留される。一方、紙葉類識別部７１２で偽券または識別不能と識
別された入金紙幣は、搬送路７１１を経て一時集積部７１８へと送られる。すべての入金
紙幣の識別処理が終了した後、一時集積部７１８で集積された識別不能の紙幣が取引口７
１０へと送られ、その紙幣を使用者に返却する。
【００８２】
　取引口７１０に投入されたすべての入金紙幣の一時保留部７１７への一時保留処理また
は取引口７１０への搬送処理が完了し、入金指示などがあると、一時保留部７１７に一時
保留された紙幣の金種別収納放出部７１３ａ～７１３ｃへの収納処理が開始される。一時
保留部７１７に保留された収納紙幣は、搬送路７１１へと１枚ずつ繰り出されて搬送され
、紙葉類識別部７１２を通過する。紙葉類識別部７１２は、金種の識別処理を行う。これ
によって、識別された紙幣は、その金種の識別結果に基づいて、金種別収納放出部７１３
ａ～７１３ｃへと搬送され、収納される。
【００８３】
　つぎに、このような紙葉類処理装置７００における紙幣の出金処理の概要について説明
する。使用者から出金の要求を受けると、要求された金種の紙幣が対応する金種別収納放
出部７１３ａ～７１３ｃから搬送路７１１に１枚ずつ繰り出されて搬送され、紙葉類識別
部７１２を通過する。紙葉類識別部７１２は、複数の紙幣識別センサ７１５によって検出
された紙幣の紙幣読取情報に基づいて紙幣の金種などの判別を行う。
【００８４】
　識別された紙幣は、搬送路７１１を経て一時集積部７１８へと搬送される。また、紙葉
類識別部７１２で偽券または識別不能と判断された紙幣は、搬送路７１１を経てリジェク
トボックス７１４に繰込まれて収納される。そして、出金額に対応した出金紙幣が一時集
積部７１８に集積されると、一時集積部７１８から取引口７１０へと出金紙幣が搬送され
、使用者へと渡される状態になり、出金処理が終了する。
【産業上の利用可能性】
【００８５】
　以上のように、本発明にかかる紙葉類識別装置は、紙葉類から目的に応じた画像を取得
して識別を行う場合に有用である。
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【手続補正書】
【提出日】平成21年10月15日(2009.10.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　紙葉類から情報を取得し、該情報に基づいて前記紙葉類を識別する紙葉類識別装置にお
いて、
　波長の異なる第１～第ｎ（ｎは２以上の整数）の光を出力する１以上の発光手段と、
　前記発光手段の発光制御を行う発光制御手段と、
　前記発光手段からの光が、前記紙葉類に対して反射および／または透過した成分を受光
する受光手段と、
　前記受光手段によって受光された光信号を用いて、前記紙葉類の識別を行う紙葉類識別
処理手段と、
　を備え、
　前記発光制御手段は、前記紙葉類の識別に使用されることが望まれる情報に応じて前記
第１～第ｎの光の１点灯サイクルあたりの発光回数が異なるように前記発光手段の発光制
御を行うことを特徴とする紙葉類識別装置。
【請求項２】
　前記発光手段は、波長の異なる前記第１～第ｎの光にそれぞれ対応しているｎ個の発光
部から構成され、
　前記発光制御手段は、前記紙葉類の識別に使用されることが望まれる情報に応じて前記
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ｎ個の発光部から出力される光の１点灯サイクルあたりの発光回数が異なるように前記ｎ
個の発光部の発光制御を行うことを特徴とする請求項１に記載の紙葉類識別装置。
【請求項３】
　前記発光手段は、発光ダイオードを複数アレイ状に配列してなることを特徴とする請求
項１に記載の紙葉類識別装置。
【請求項４】
　前記発光手段は、所定の波長の可視光線を出力する１以上の発光部と、所定の波長の非
可視光線を出力する１以上の発光部からなることを特徴とする請求項２に記載の紙葉類識
別装置。
【請求項５】
　前記発光手段は、
　所定の波長範囲のうちの任意の波長の光を複数切換えて出力することができる１以上の
第１発光光源と、
　前記所定の波長範囲以外の所定の波長の光のみを出力する１以上の第２発光光源と、
　から構成され、
　前記発光制御手段は、前記紙葉類の識別に使用されることが望まれる情報に応じて、前
記第１発光光源で出力可能な複数の波長の光と前記第２発光光源で出力される波長の光の
１点灯サイクルあたりの発光回数が異なるように、前記第１発光光源と前記第２発光光源
との間の出力の切換えと、前記第１発光光源における複数の波長の光の切換えを含む発光
制御を行うことを特徴とする請求項１に記載の紙葉類識別装置。
【請求項６】
　前記第１発光光源は、可視光線の任意の波長を複数切換えて出力し、
　前記第２発光光源は、所定の波長の非可視光線を出力することを特徴とする請求項５に
記載の紙葉類識別装置。
【請求項７】
　前記第１の光は、所定の波長の可視光線であり、
　前記受光手段は、前記発光手段で発光された前記第１の光が前記紙葉類で反射された反
射光を受光する位置に配置され、
　前記発光制御手段は、前記第１の光の１点灯サイクルあたりの発光回数がその他の光に
比して多くなるように前記発光手段の発光制御を行うことを特徴とする請求項１に記載の
紙葉類識別装置。
【請求項８】
　ｎは３以上の整数であり、
　前記第１の光は、前記紙葉類の記番号を読取ることができる所定の波長の可視光線であ
り、
　前記第２の光は、前記紙葉類に印刷されている前記記番号以外の情報を読取ることがで
きる前記第１の光の波長とは異なる波長の可視光線であり、
　前記受光手段は、前記発光手段で発光された前記第１と前記第２の光が前記紙葉類で反
射された反射光を受光する位置に配置され、
　前記発光制御手段は、前記第１と前記第２の光の１点灯サイクルあたりの発光回数がそ
の他の光に比して多くなるように前記発光手段の発光制御を行うことを特徴とする請求項
１に記載の紙葉類識別装置。
【請求項９】
　前記第１の光は、非可視光線であり、
　前記発光制御手段は、前記第１の光の１点灯サイクルあたりの発光回数がその他の光に
比して多くなるように前記発光手段の発光制御を行うことを特徴とする請求項１に記載の
紙葉類識別装置。
【請求項１０】
　ｎは３以上であり、
　前記第１および前記第２の光は、非可視光線であり、
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　前記発光制御手段は、前記第１と前記第２の光の１点灯サイクルあたりの発光回数がそ
の他の光に比して多くなるように前記発光手段の発光制御を行うことを特徴とする請求項
１に記載の紙葉類識別装置。
【請求項１１】
　前記第１の光は、所定の波長の可視光線であり、
　前記受光手段は、前記発光手段で発光された前記第１の光が前記紙葉類を透過した透過
光を受光する位置に配置され、
　前記発光制御手段は、前記第１の光の１点灯サイクルあたりの発光回数がその他の光に
比して多くなるように前記発光手段の発光制御を行うことを特徴とする請求項１に記載の
紙葉類識別装置。
【請求項１２】
　前記紙葉類の識別に使用されることが望まれる情報に応じて前記第１～第ｎの光の発光
頻度が異なるように前記発光手段の発光制御を行う発光制御プログラムが、前記紙葉類の
識別に使用されることが望まれる情報に応じて複数格納される発光制御プログラム格納手
段をさらに備え、
　前記発光制御手段は、前記発光制御プログラム格納手段内の前記複数の発光制御プログ
ラムから選択される発光制御プログラムに基づいて、前記発光手段の発光制御を行うこと
を特徴とする請求項１に記載の紙葉類識別装置。
【請求項１３】
　紙葉類から情報を取得し、該情報に基づいて前記紙葉類を識別する紙葉類識別方法であ
って、
　前記紙葉類の識別に使用されることが望まれる情報に応じて、波長の異なる第１～第ｎ
（ｎは２以上の整数）の光を出力する１以上の発光手段から、前記第１～第ｎの光の１点
灯サイクルあたりの発光回数が異なるように前記発光手段の発光制御を行って、前記発光
手段から光を出力させる発光工程と、
　前記発光手段からの光が、紙葉類に対して反射および／または透過した成分を受光する
受光工程と、
　前記受光工程によって受光された光信号を用いて、前記紙葉類の識別を行う紙葉類識別
処理工程と、
　を含むことを特徴とする紙葉類識別方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明の一態様にかかる紙葉類識別装置は、紙葉類から情報を取得し、該情報に基づい
て前記紙葉類を識別する紙葉類識別装置において、波長の異なる第１～第ｎ（ｎは２以上
の整数）の光を出力する１以上の発光手段と、前記発光手段の発光制御を行う発光制御手
段と、前記発光手段からの光が、前記紙葉類に対して反射および／または透過した成分を
受光する受光手段と、前記受光手段によって受光された光信号を用いて、前記紙葉類の識
別を行う紙葉類識別処理手段と、を備え、前記発光制御手段は、前記紙葉類の識別に使用
されることが望まれる情報に応じて前記第１～第ｎの光の１点灯サイクルあたりの発光回
数が異なるように前記発光手段の発光制御を行うことを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
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　本発明の他の態様にかかる紙葉類識別方法は、紙葉類から情報を取得し、該情報に基づ
いて前記紙葉類を識別する紙葉類識別方法であって、前記紙葉類の識別に使用されること
が望まれる情報に応じて、波長の異なる第１～第ｎ（ｎは２以上の整数）の光を出力する
１以上の発光手段から、前記第１～第ｎの光の１点灯サイクルあたりの発光回数が異なる
ように前記発光手段の発光制御を行って、前記発光手段から光を出力させる発光工程と、
前記発光手段からの光が、紙葉類に対して反射および／または透過した成分を受光する受
光工程と、前記受光工程によって受光された光信号を用いて、前記紙葉類の識別を行う紙
葉類識別処理工程と、を含むことを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明によれば、紙葉類の識別に使用されることが望まれる情報に応じて第１～第ｎの
光の１点灯サイクルあたりでの発光回数が異なるように発光手段を発光制御させるように
したので、紙葉類の識別に使用されることが望まれる情報についての解像度を、他の情報
についての解像度よりも高くすることができ、目的に応じた画像を取得することができる
紙葉類識別装置と紙葉類識別方法を得ることができるという効果を有する。また、取得す
る紙葉類の情報に応じて融通性に優れた紙幣処理を行うことが可能な紙葉類識別装置と紙
葉類識別方法を得ることができる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
【図１】図１は、従来の紙葉類識別装置で読取られるラインデータの一例を示す図である
。
【図２】図２は、本実施例１にかかる紙葉類識別装置の機能構成を模式的に示すブロック
図である。
【図３】図３は、紙幣識別センサ部の構成を模式的に示す図である。
【図４】図４は、発光制御プログラムの一例を示す図である。
【図５－１】図５－１は、図４の発光制御プログラムを実行するタイミングチャートの一
例を示す図である。
【図５－２】図５－２は、図４の発光制御プログラムを実行するタイミングチャートの一
例を示す図である。
【図６－１】図６－１は、ラインデータの一部を模式的に示す図である。
【図６－２】図６－２は、ラインデータの一部を模式的に示す図である。
【図７】図７は、紙葉類識別方法の処理手順の一例を示すフローチャートである。
【図８－１】本実施例２にかかる紙葉類処理装置の概略構成を示す斜視図である。
【図８－２】図８－１の紙葉類処理装置の断面図である。
【図９－１】本実施例３にかかる紙葉類処理装置の概略構成を示す斜視図である。
【図９－２】図９－１の紙葉類処理装置の断面図である。
【図１０－１】本実施例３にかかる紙葉類処理装置の他の例を示す斜視図である。
【図１０－２】図１０－１の紙葉類処理装置の断面図である。
【図１１－１】本実施例４にかかる紙幣処理装置の概略構成を示す斜視図である。
【図１１－２】図１１－１の紙幣処理装置の断面図である。
【図１２】本実施例５にかかる紙葉類処理装置の概略構成を示す断面図である。
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